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実ぬミミつ?ミリーサボー介要rJtehtI I 

/ 地域の中で子どもの育児などの援助を受けたい方と、即日吋とが会員となり 信頼関P
1 を築きながら地域の育児力を高めるシステムです。 I

i 子どもが生まれ、育っていく課程にはさまざまな人との関係・環境との関わりがあります。まずは ! 
| お母さん-お父さんとの関わりから、安心感が育っていくと言われています。しかし、家族形態や地 1 
1 域社会の変化により、育児負担が大きくなリ、ひいては子どもたちの「心の育ち」にも影響を与えて i 
I lいると言われています。おひさまファミリーサポートは、現実には親の力だけでは支えきれない子育 1 
j ての現状を、地域の子育て力を回復させ 組織化することで 子どもたちにより確かな育ちの機会を/
¥ 与えていこうとする事業です。
¥-JF/ノ 〆
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。健康福祉課(357 -4 6 2 3) 

性理也事!'V..I.I.捜曹開蝉星回路明 盟 専gj

おひざまファミリーサポートleI:、福島泉老人クラブ連合会が実施市町村の
協力のもとおこなう事業です。

事務的な手続きは県老ふ-:<<7;足立逮合会でおこ主主います。

人クラブ連合会、玉川村老人クラブ連合会では、福島県および玉川村の協力、支援を

の子育ち・子育ての環境づくりを支援するために fおひさまファミリー・サポート」事業を実施し

広報たまかわ

弛威子ども預かり事業

惨事業の詳しい内容などのお問い合わせは、
。福島県老人クラブ連合会(30， 2 0 -2 9 -2 1 3 2) 
。玉川村老人クラブ連合会事務局(35 7 -4 2 1 0) 

《おねがい会員》
~子どもを預けたい方~
村内にお住まい、または勤務をしている方で、生後

7カ月から小学校6年生までのお子さんをお持ちの方

《まかせて会員》
~子どもを蹟かつてくれる方~
村内にお住まいて・、心身ともに健康で子育てに熱意

のある20歳以上の方

《交流会員》

~育児の知恵をかしていただける方~
村内にお住まいで、地域の子育ち-子育て支援事業

に参加してくださる意欲のある方

お申し込みは、

玉川村老人クラブ連合会事務局(社会福祉協議会内)
または健顔福祉課まで

大
会
開
催

大
会
で
は
、
い
わ
き
石
川
青
年

会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
と
石
川
警
察

署
員
ら
に
よ
る
防
犯
劇
「
身
の
用

心
」
も
披
露
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
熱
演
に
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
劇
に
は
「
た

ま
か
わ
こ
ぶ
し
隊
」
の
メ
ン
バ
ー

も
出
演
し
ま
し
た
。

大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
関

係
者
全
員
と
泉
中
学
校
の
全
校
生

も
参
加
し
て
、
安
全
で
安
心
、
そ

し
て
住
み
よ
い
石
川
地
方
を
つ
く

る
た
め
の
地
域
安
全
宣
言
を
行
い

念
品
1
レ
h
~

。

石
川
地
方
住
民
総
参
加
地
域
安

全
の
日
大
会
が
ぬ
月
6
日
、
た
ま

か
わ
文
化
体
育
館
で
聞
か
れ
、
お

川
地
方
一
丸
と
な
っ
て
安
全
な
地

域
づ
く
り
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し

た。
こ
の
大
会
は
、
い
わ
き
石
川
青

年
会
議
所
を
中
心
に
石
川
地
方
町

村
会
、
石
川
警
察
署
な
ど
に
よ
る

実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
も
の

で
、
昨
年
に
続
い
て

2
回
目
の
開

催
。
石
川
管
内
か
ら
約

7
0
0
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
県
警
音
楽
隊
と
カ
ラ

ー
ガ

l
ト
隊
に
よ
る
演
奏
に
続
い

て
式
典
が
行
わ
れ
、
実
行
委
員
長

の
円
谷
久
い
わ
き
石
川
青
年
会
議

所
理
事
長
、
石
川
地
方
町
村
会
長

の
ご
瓶
清
美
平
田
村
長
、
飯
塚
康

治
石
川
警
察
署
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
ハ

i
ト
フ
ル
ポ
ス
タ
ー
、

防
犯
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
初
代
の
内
閣
安
全
保

障
室
長
で
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
お

な
じ
み
の
佐
々
淳
行
さ
ん
に
よ
る

「
い
ざ
と
い
う
時
ど
う
対
処
す
る

か
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
伺
谷
実
行
委
員
長

佐
々
淳
行
さ
ん
に
よ
る
講
演
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一
い
う
時
に
備

こ
の
ほ
ど
、
各
幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど

で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
防
犯
や
災
害
な

ど
に
対
し
て
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

川
辺
小
学
校
で
は
、
校
舎
内
に
不
審
者

が
侵
入
し
た
と
い
う
想
定
で
訓
練
を
行
い
、

迅
速
な
対
処
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育
所
な
ど
で
は
、

地
震
が
発
生
し
た
時
の
避
難
の
仕
方
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
起
震
車
に
よ
る
地
震
の

体
験
も
行
い
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
避
難
し

た
り
と
真
剣
に
訓
練
し
て
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
、
保
育
所
の
闇
児
ら
が
、
こ
の

日

ほ
ど
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
施
設

問

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
支
流
を
深
め
ま
し
た
o

日

園
児
ら
は
、
み
ん
な
の
前
で
歌
や
踊
り

日

を
披
露
し
た
あ
と
、

一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽

日

し
ん
だ
り
、
一
屑
を
も
ん
で
あ
げ
た
り
と
お

…

年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

日

施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
、
か
わ
い
い

日

訪
問
者
に
終
始
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
と
て
も

…

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

日

開
想
鴇
罷
こ
穫
が
滋
務
総
潜
鰹
溜
麹
遡
圃
相
魔
縁
組
編
凶
罷
鴫

需

贋

ig--w
議
場
属
議
関

E

一
/
一
瞬
融
監
瀦
額
融
調
歯
周
甥
語
隣
国

議銀
鱗
翠
鱗
一

議
で
議
議
議
欝
騒
騒
機
一

も二
手

銀
畿
一

議
楼
灘
唆
管
欝

叫
日

す
が
ま
幼
稚
匿
の
園
児

日

児
ら
が

設
利
用
者
と
交

須釜中学校では、10月7日に玉川村防犯協会の協賛

による校内マラソン大会を行いました。

この大会は、男女それぞれに個人で競うマラソンの

部と 、各クラスから男女 3人ずつが出場し 、タスキを

つないてれ走るクラス対抗の駅伝の部で行われました。

生徒らは巴頃の練習の成果を発揮しながら、約2km 
のコースに心地よい汗を流しました。

申で校内マラソン

盟包密..圃・ 11思極圏忽!!IIIIII!IIII闇 111111盟国司園 1111廼 鶴曹盟濁髭盟国国 .11.圃窃圃窃鰭置磁盟盟国 1111圃 1111.11.函濁囲盟盟理由 11.111111.園協盟認窃撞 11111畿 鐙 1111

玉川村防犯指導隊ではこのほど、電柱などに貼られ

たピンクチラシなどの青少年の健全育成上有害なチラ

シの除去作業を行いました。

国道118号線沿線を重点的に行い、ヘラで 1枚ずつ

はがして歩くと、用意したゴミ袋があっという聞にい

っぱいになり、 「これほど多くのチラシが貼られてい

るとは」と参加した隊員も驚いていました。

ンクチラシなどを際村
で
は
、
第
3
子
以
降
の
お
子
さ
ん
が

…

…
誕
生
し
た
際
に
誕
生
祝
い
金
を
支
給
し
て

M

M

い
ま
す
。

日

目

こ
の
祝
い
金
は
、
お
子
さ
ん
の
誕
生
を

園

町
祝
う
と
と
も
に
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
日

…
第
3
子
に

ω万
円
、
第
4
子
以
降
は
初
万

一

日
同
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

冒

叩
月
一
ハ
日
に
今
年
の
上
半
期
の
支
給
が

…

日
行
わ
れ
、
4
名
の
皆
さ
ん
に
車
田
村
長
か

日

…
ら
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

日

か
な
成
長
を
願
っ
て

誕
生
祝
金
を

4 

日

秋
の
斐
通
安
全
運
動
期
間
中
の

9
月
辺

町
日
、
玉
川
第
一
小
学
校
児
童
に
よ
る
突
通

日
安
全
鼓
笛
パ
レ
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
o

M

児
童
た
ち
は
、
役
場
付
近
の
村
道
、
約

日
2
h
M

の
区
間
を
、
「
校
歌
」
や
「
世
界
に

園

一
つ
だ
け
の
花
」
な
ど
の
曲
を
演
奏
し
な

…
が
ら
パ
レ
ー
ド
し
、
地
域
の
方
々
に
突
通

日
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

…

沿
道
に
は
、

父
兄
や
地
域
の
方
々
な
ど

日
大
勢
集
ま
り
、
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

日
ま
し
た
。

安
全
を
願
い
パ
レ

最
後
に
役
場
に
集
ま
リ
演
奏
す
る
玉
一
小
児
童

11月20日に開催されるふくしま駅伝の、玉川村選

手団結団式が10月18日にすぱ-く玉川で行われました。

式では、選手が一人ずつ紹介されたあと 、玉川村本

部長の車田村長から岩谷唯義監督に団旗が手渡されま

した。続いて車田村長、溝井賢一郎実行委員長があい

さつ、須田揺広議会議長、吉田敬 教育委員会委員長

が激励のことばを送り、最後に車巴毅文主将が力強く

決意を述べました。

しま駅伝での健闘を

k
u
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各
種
大
会
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
方

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す

〈
〉
内
は
開
催
日
と
会
場

中
体

新連
人石

〈強出
許容蔀
否育
世大
法会

V
野
球

〈
〉

3
位
一
泉
中
学
校

V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

〈
〉

1
位
一
泉
中
学
校

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

〈
〉

1
位
一
須
釜
中
学
校

V
卓
球
男
子
団
体

。2
位
一
泉
中
学
校

V
卓
球
男
子
ダ
ブ
ル
ス

〈
〉

2
位
…
大
和
田
賢
治
・

相
楽
裕
紀
(
須
釜
)

V
卓
球
女
子
団
体

〈
〉

2
位
一
須
釜
中
学
校

〈
〉

3
位
一
泉
中
学
校

V
卓
球
女
子
ダ
ブ
ル
ス

〈
〉

1
位
一
石
森
由
華
・

宗
形
早
苗
(
須
釜
)

〈
〉

2
位
一
白
旗
愛
美
・

関
根
聡
子
(
泉
)

V
柔
道
男
子
団
体

0
4位
一
泉
中
学
校

お知
らせ
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V
柔
道
男
子
万
埼
級

。4
位
一
佐
久
間
友
彦
(
泉
)

V
柔
道
男
子
引
匂
級

〈
〉

3
位
一
葉
粥
凌
(
泉
)

V
柔
道
女
子
団
体

〈
〉

2
位
一
泉
中
学
校

V
柔
道
女
子
科
同
級

〈
〉

3
位
一
生
藤
秀
美
(
泉
)

V
柔
道
女
子
幻
同
級

〈
〉

1
位
一
大
竹
さ
く
ら
(
泉
)

V
柔
道
女
子
臼
同
級

〈
〉

3
位
一
根
本
菊
子
(
泉
)

V
柔
道
女
子
河
川
崎
超
級

〈
〉

1
位
一
渡
辺
優
子
(
泉
)

石
川
地
区
小
体
連

陸
上
競
技
大
会

〈
叩

/
5
鏡
石
町
鳥
見
出
陸
上
競
技
場
〉

V
5
年
男
子
1
0
0
m

〈
〉

5
位
一
原
潤
弥
(
川
辺
)

V
6
年
男
子
1
0
0
m

〈
〉

6
位
一
杉
山
大
輔
(
須
釜
)

V
男
子
ベ
ス
ト
4
0
0
m
リ
レ
i

〈
〉

4
位
一
須
釜
小
学
校

V
5
年
男
子
4
0
0
m
リ
レ
i

〈
〉

2
位
一
玉
川
第
一
小
学
校

V
男
子
走
り
高
跳
び

〈
〉

4
位
一
広
川
興
道
(
須
釜
)

〈
〉

5
位
一
岩
谷
亮
(
玉
一
)

V
男
子
走
り
幅
跳
び

〈
〉

3
位
一
佐
藤
彬
(
玉
一
)

V
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

一__:_ /n rarma tion 

課

57-4621 

住民税務課

57-4622 

務総

泉
保
育
所
で
は
、
次
に
よ
り

平
成
お
年
度
の
入
所
児
童
を
募

集
し
ま
す
。

V
募
集
予
定
児
童
数
お
名
程
度

V
募
集
期
間

日
月
M
日
か
ら
ロ
月
時
日
ま
で

V
対
象
児
童

平
成
立
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
口
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
児
童
で
、
就
労
等
の
た
め

家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
い
場

合
に
限
り
ま
す
。

V
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
②
家
族
の
就
労
証
明
書

(
各
用
紙
は
健
康
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

第
8
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
請
求

〈
〉

5
位
一
緑
川
察
志
(
川
辺
)

V
5年
女
子
4
0
0
m
u
レ
1

0
5位
一
川
辺
小
学
校

〈
〉

6
位
一
玉
川
第
一
小
学
校

V
女
子
走
り
高
跳
び

0
6位
一
大
和
田
綾
(
須
釜
)

V
女
子
走
り
一
幅
跳
び

0
4位
一
小
山
田
智
絵
(
須
釜
)

県
南
地
区
空
手
道
大
会

〈
叩

/

9
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
》

V
型
小
学
生
の
部

。2
位
一
熊
田
真
衣
(
川
辺
小
)

0
3位
一
酒
井
強
衣
(
川
辺
小
)

V
型
一
般
男
子
の
部

。1
位
一
酒
井
裕
之
(
川
辺
)

V
組
手
幼
年
の
部

。3
位
一
古
村
綾
香
(
す
が
ま
幼
)

V
組
手
小
学
生
高
学
年
の
部

0
1位
一
塩
沢
拓
也
(
須
釜
小
)

V
組
手
高
校
生
の
部

57-4624 

健康福祉課

57-4623 

保健センター

57-4625 

地域整備課

57-4626 

n品
.. 

今
/
hnu 

幻

室言十ム一
A

を
さ
れ
て
い
な
い
ご
遺
族
の
方
は

早
め
に
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
c

v支
給
対
象
者

平
成
口
年
4
月
1
日
に
お
い

て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
や
戦
傷
病
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

方
(
戦
没
者
の
妻
や
父
母
等
)

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
.
平
成
口
年
4
月
1
日
ま
で

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方

2
.
戦
没
者

等
の
子

3
.
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
①
父
母

②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

4
.

謡
記
3
以
外
の
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

5
.
前
記
ー
か
ら
4
以
外
の

3

親
等
内
の
親
族

V
支
給
の
内
容

「
記
名
国
債
」
額
面
必
万
円
、

〈
〉

1
位
一
吉
村
雄
太

(
学
石
校
・
南
須
釜
)

V
組
手
一
般
男
子
の
部

。2
位
一
大
越
和
彦
(
南
須
釜
)

〈
〉

3
位
一
酒
井
格
之
(
別
辺
)

人

事

助

役
空
席
と
な
っ
て
い
た
助
役
に
、

日
月
1
日
付
け
で
前
収
入
役
の
小

原
嗣
男
氏
が
就
告
し
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
幻
年
刊
月
白
日
ま
で
。

助役!と就任した

小原間男氏

(甫須釜)

教
育
委
員

叩
月
初
μ
日
付
け
で
林
芳
子
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。
住
期
は
平
成
幻

年
叩
月
初
日
ま
で
c

前
委
員
の
増

子
右
多
子
氏
は
任
期
満
了
に
伴
い

退
任
さ
れ
た
。

教脊委員に就任した

林 芳子氏

(南須釜)

人
権
擁
護
委
員

日
月
l
日
付
け
で
吉
村
忠
雄
氏

57-4631 

企画産業課

57-4627 

6 

と
高
原
志
乃
婦
氏
が
就
任
し
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
お
年
9
月
初
司

ま
で
。
前
委
員
の
大
木
吉
邦
氏
と

吉
田
和
子
氏
は
任
期
満
了
に
よ
り

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

た
臨

し

拙

釜

任

E
A

須

就

H
N
南

「
比
百
(

塾
伝

一
時
間
一
判

権

鴨

川

入
京
間

職

員
(
)
内
は
泊
所
属
・
職
名

【
日
丹
1
日
付
け
}

V
収
入
役
職
務
代
理
者
・
参
事
兼

総
務
課
長
(
参
事
兼
総
務
課
長
)

草
野
亀
雄

【
日
月
1
日
付
け
}

V
健
康
福
祉
課
政
策
主
幹
兼
泉
保

育
所
長
(
住
民
税
務
課
政
策
、
王
幹

兼
税
対
策
担
当
)
高
林
重
和
V
会

計
室
政
策
主
幹
兼
室
長
補
佐
兼
出

納
係
長
(
健
康
福
祉
課
政
策
主
幹

兼
泉
保
育
所
長
)
添
田
チ
三
子
V

住
民
税
務
課
主
幹
兼
税
対
策
担
当

(
住
民
税
務
課
主
幹
兼
税
務
担
当

補
佐
兼
賦
課
徴
収
係
長
)
八
木
喜

久
夫
V
住
民
税
務
課
税
務
担
当
補

佐
兼
賦
課
徴
収
係
長
(
会
計
室
長

補
佐
兼
出
納
係
長
)
大
和
田
ス
ミ

{
退
職
・
日
丹
訂
百
付
け
}

V
森
博
(
地
域
整
備
日
謀
主
任
主
査
)

村

57-4629 

農業委員会

57-4628 

議会事務局

57-4630 

教育委員会

57-4633 

公民館

(文化体育館)

57-4632 

須釜 支所

57-2061 

初
年
償
還

V
請
求
の
期
間

平
成
初
年
3
月
白
日
ま
で
(
期

間
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
受

け
る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
)

V
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

村
で
は
、
家
庭
内
で
の
生
ご
み

の
減
量
化
を
困
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

V
対
象
者

村
内
に
お
住
ま
い
で
、
生
ご
み

を
5
分
の
l
以
下
に
減
量
で
き

る
処
理
機
を
設
置
す
る
方

V
補
助
金
額

設
置
費
用
の
2
分
の

1

(
最
高

限
度
額
1
5
，0
0
0
円
)

V
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課

玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
(
塩
沢
正
勝

会
長
)
で
は
、
次
に
よ
り
第
辺
国

の
玉
川
村
氏
卓
球
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

V
開
催
日

ロ
月
日
日
同

V
開
催
場
所

玉
川
村
体
育
セ
ン
タ
ー

V
種
目

【
小
学
生
の
部
}
シ
ン
グ
ル
ス

【
一
般
の
部
}
男
女
シ
ン
グ
ル

ス
・
ダ
ブ
ル
ス

V
参
加
資
格

村
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま
た

は
村
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

V
参
加
申
し
込
み

玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
会
長
(
宮
町

ー

3
9
0
7
)
ま
た
は
公
民
館

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
期
限

ロ
月
2
日
働
ま
で

7 
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消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
個
人

事
業
者
の
方
の
う
ち
、
前
々
年
の

課
税
売
り
上
げ
高
が

5
，0
0
0

万
円
以
下
の
場
合
は
、
届
出
に
よ

り
「
簡
易
課
税
制
度
」
が
選
択
で

き
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
簡
易
課
税
制
度

選
択
の
届
出
書
は
、
「
平
成
口
年

に
お
い
て
新
た
に
課
税
事
業
者
と

な
っ
た
方
、
平
成
時
年
に
お
い
て

課
税
事
業
者
で
あ
る
方
」
と
も
、

ロ
月
白
日
ま
で
に
税
務
署
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
選
択
さ

れ
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
簡
易
課
税
制
度
」
と

は
、
課
税
売
上
高
か
ら
簡
易
な
方

法
で
納
付
税
額
を
計
算
で
き
る
特

例
制
度
で
す
。

V
箆
易
課
税
制
度
の
注
意
点

1
.
多
額
の
設
備
投
資
を
行
な
っ

た
場
合
な
ど
で
、
一
般
課
税
に

よ
り
計
算
す
れ
ば
還
付
と
な
る

場
合
で
も
、
還
付
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

2
.
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
た

場
合
は
、
2
年
間
以
上
継
続
し

た
後
で
な
け
れ
ば
取
り
や
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ

平
成
お
年
の

6
月
よ
り
小
型
船

舶
操
縦
者
法
が
施
行
さ
れ
、
小
型

船
舶
免
許
に
つ
い
て
大
き
く
法
律

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
操
縦
者
法
の
遵

守
事
項
違
反
に
対
す
る
行
政
処
分

の
基
準
、
及
び
罰
則
規
定
等
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
次
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

V
説
明
概
要

〈
〉
小
型
船
舶
操
縦
者
法
に
基
く

遵
守
事
項
(
違
反
点
数
制
・
違

反
後
の
行
政
処
分
)
に
つ
い
て

〈
〉
新
法
に
基
く
試
験
の
あ
り
方

に
つ
い
て
〈
〉
若
人
免
許
取
得
援

助
に
つ
い
て
な
ど

V
開
催
自
時

ロ
月
口
日
回

午
後
1
時
か
ら
2
時
ぬ
分

V
開
催
場
所

石
川
町
中
央
公
民
館

V
参
加
申
し
込
み

参
加
希
望
者
は
次
ま
で
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受

講
は
無
料
で
す
o

v申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

マ
リ
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
教
育
セ
ン

須
賀
川
税
務
署
個
人
課
税
部
門

8
0
2
4
8
1
7
5
1
2
2
0
5
 

《
振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
に
つ

い
て
》

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
納
税

に
は
、
安
全
・
使
利
な
振
替
納
税

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
税
務
署
、

ま
た
は
金
融
機
関
に
提
出
す
る
だ

け
で
す
の
で
、
と
て
も
簡
単
で
す
o

v問
い
合
わ
せ

須
賀
川
税
務
署
管
理
徴
奴
部
門

官

0
2
4
8
1
7
5
i
2
1
9
5

個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
行
な
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
貌
金
で
す
。
第
2
期
分
の
納

期
限
は
日
月
初
日
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い

る
方
に
も
「
納
期
の
お
知
ら
せ
」

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
預
金
口

座
残
高
の
確
認
を
お
顧
い
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
以
降
新
た
に
日
産

振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
県
中

地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

タ
1
東
北
事
務
所

8
0
2
3
4
1
3
5
1
1
7
3
0
 

建
退
共
制
度
と
は
、
建
設
現
場

で
働
く
方
々
の
た
め
に
「
中
小
企

業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律

に
よ
り
閣
が
作
っ
た
退
職
金
制
度

で
す
。

V
建
退
共
制
度
の
特
長

〈
〉
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単

で
す

O
経
営
事
項
審
査
で
加
点

評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
〈
〉
掛

金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す

O
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人

で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す

O
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

職
金
は
金
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す

V
問
い
合
わ
せ

建
退
共
福
島
支
部

合

0
2
4
i
5
2
3
1
1
6
1
8

S
マ
i
ク
は
、
厚
生
労
働
大
臣

認
可
の
標
準
約
款
制
度
に
従
っ
て

営
業
し
て
い
る
お
庖
で
す
。
こ
の

S
マ
1
ク
を
庖
頭
に
表
示
し
て
い

V
問
い
合
わ
せ

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

合

0
2
4
1
9
3
5
i
1
2
5
1

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
ご
相

談
に
つ
い
て
は
、
次
の
番
号
ま
で

お
か
け
く
だ
さ
い
。
一
般
罰
定
電

話
の
場
合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら

ず
市
内
通
話
料
金
の
み
で
ご
利
用

で
き
ま
す
。

。
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
に

つ
い
て

合

0
5
7
0
0
5
i
l
i
-
-
6
5

〈
〉
既
に
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

年
金
相
談
に
つ
い
て

岱

0
5
7
0
1
0
7
1
1
1
6
5

福
島
県
運
営
適
正
化
委
員
会
で

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
苦

情
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
椙
談
例

。
施
設
で
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を

工
夫
し
て
ほ
し
い
〈
〉
職
員
の
言

葉
や
態
度
に
不
愉
快
な
思
い
を

し
た
〈
〉
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
に
ケ

ガ
を
し
た
の
に
家
族
へ
の
連
絡

る
お
屈
な
ら
安
心
、
安
全
、
衛
生

が
保
証
さ
れ
、
普
様
の
信
頼
で
き

る
お
庖
選
ぴ
の
大
き
な
目
安
と
な

り
ま
す
c

ま
た
、
万
一
の
場
合
、

事
故
賠
積
基
準
に
基
い
た
補
償
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

|標準営業約款(8マーク)I 

V
問
い
合
わ
せ

働
福
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー

岱

0
2
4・

i
5
2
5
1
4
0
8
5

制
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

(
R

I
C
)
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委

託
を
受
け
て
労
災
保
険
制
度
全
般

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

V
相
談
・
問
い
合
わ
せ

制
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ
ー

福
島
事
務
所

m
M
0
1
2
0
1
0
5
4
i
3
7
0
 

0
2
4
i
5
2
1
1
1
3
1
5
0
 

8 

や
説
明
が
不
十
分
だ
〈
〉
壊
れ
た

設
舗
は
危
険
な
の
で
修
理
し
て

ほ
し
い
〈
〉
契
約
時
に
説
明
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
と
実
際
の
サ

1
ど

ス
に
違
い
が
あ
る
な
ど

V
相
談
時
間

月
曜
時
か
ら
金
曜
日
の
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
(
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
電
子
メ

l
ル
は
M
時

間
受
付
し
ま
す
)

V
問
い
合
わ
せ

福
島
県
運
営
適
正
化
委
員
会

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

岱

0
2
4
5
2
3
l
2
9
4
3

メ
ー
ル

干円五
oc⑨『
CFEω
立ヨ
ω賀市
W

コ
ω宮
町
長
〕

B
R
Oこち

防
衛
庁
自
衛
隊
で
は
次
に
よ
り

自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し
ま
す
む

V
募
集
人
員

。
陸
上
2
5
0
名
〈
〉
海
上

ω名

〈
〉
航
空
回
名

V
受
付
期
間

平
成
時
年
1
月
mw
自
ま
で

V
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部

白
河
募
集
事
務
所

8
0
2
4
8
i
2
4
i
O
3
7
2
 

国
立
宮
古
海
上
技
術
学
校
で
は
、

次
に
よ
り
平
成
四
年
度
の
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

V
募
集
人
員

本
科
生
必
名
(
修
業
年
限
3
年
)

V
受
験
資
格

中
学
校
卒
業
者
(
見
込
合
む
)

V
受
付
期
間

。
推
薦
入
試

1
月

6
5か
ら
1
月
お

E

O
一
般
入
試

1
月
6
古
か
ら
2
月
7
日

V
問
い
合
わ
せ

宮
古
海
上
技
術
学
校
総
務
課

合

0
1
9
3
1
6
2
1
5
3
1
6

9 
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守

'a，，，

誠

次

期

お誕生おめでとうございます | 
(10丹届出分)

出生児氏名 保護者名

U
U

名

出

主

配

帯
E
世」

月ハU

徹

正み
ご
心
一
日
朗
ぃ
依
な
菜

る
ん
V

晴

た

太

ひ

日

く

れ

京

一

藤

竹

木

佐

大

鈴

須釜

湯津

辺

J=.f 

'"寺

犬
好

・山開

地区名

中

ク

広報たまかわ

鉱
山
幽
答

音
楽
、
趣
味
等

勉
強

異
性

本ス
ポ
i
ツ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

お
し
ゃ
れ

パ
ソ
コ
ン

た
ば
↓

10 。
男

昭

キ

良

茂

者

子

三

夫

末

武

猛

ナ ツ

亡死

矢吹

坂井

有賀

矢部

地区名

辺

中

づ，

1
 

1
 

1
 

10 

ー
介
護
予
防
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
②
{
)

高
齢
者
は
さ
さ
い
な
こ
と
で
老
化
を
招

き
ま
す
。

例
え
ば
、
入
れ
歯
の
不
調
な
ど
さ
さ
い

な
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
食
欲
が
お

ち
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
動
く
の
が
お
っ
く

う
に
な
り
活
動
量
が
減
る
。
そ
れ
に
よ
り

筋
力
が
低
下
す
る
。
筋
力
の
低
下
に
よ
り
、

転
ん
で
ケ
ガ
を
す
る
。
ケ
ガ
が
も
と
で
寝

た
き
り
に
な
る
・
・
・
。
な
ど
の
よ
う
に
、

衰
弱
の
悪
循
環
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
悪

循
環
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ

と
が
介
護
予
防
に
は
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す。
具
体
的
に
は
、
「
頭
も
体
も
積
根
的
に

動
か
す
」
「
入
れ
歯
の
不
調
や
ひ
、
ざ
の
痛

み
な
ど
悪
循
環
の
き
っ
か
け
に
な
り
そ
う

な
こ
と
を
、
さ
さ
い
な
こ
と
と
放
置
し

な
い
」
「
病
気
や
ケ
ガ
を
予
防
し
、
も
し

か
か
っ
た
時
は
治
り
し
だ
い
身
体
機
能
の

回
復
を
図
る
』
こ
と
が
大
切
で
す
。

運
動
機
能
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
!

特
に
、
体
を
積
極
的
に
動
か
す
こ
と
は

と
て
も
大
切
で
す
。
高
齢
期
で
も
、
筋
力

は
鍛
え
れ
ば
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
運
動

は
筋
力
や
骨
を
衰
え
な
い
よ
う
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
呼
吸
や
心
臓
な
ど
循
環
器
に

良
い
影
響
を
与
え
、
脳
や
神
経
を
良
い
状

8) 

'7，5'70人(-10) 

8) 

2) 

3，'761人(一

1，940戸(

3，809人(

値

目

私

畠

va

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をい

ただきました。厚く御礼申し上げます。

(村社会福祉協議会)

態
に
保
ち
ま
す
。
毎
日
積
極
的
に
体
を
動

か
し
、
筋
肉
の
貯
金
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

h

つノ。
会
運
動
機
能
向
上
の
ポ
イ
ン
ト

①
毎
自
で
き
る
だ
け
歩
く
(
ウ
ォ

l
キ

ン
グ
)

②
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
運
動
を
生
活

の
中
に
取
り
入
れ
る

③
み
ん
な
で
楽
し
く
で
き
る
軽
ス
ポ

l

ツ
や
軽
登
山
な
ど
に
参
加
す
る

※
公
民
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
、

健
康
に
良
い
運
動
な
ど
の
事
業
を
随
時

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
下

支」い。

15臼(木)

年金の受給手続など、お気軽にご椙談ください。
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。

滋

ア

コl

護数回答の結果、男子は「スポーツ」、女子は「ショ

ッピンゲJという結果になりました。

また、たばこや酒に対する興味は小学生の結果と比較

しでも確実に増加しており、別の調査では中学生の嘆煙

経験率が11.0%、飲酒経験率は4.'7%という結果もでて

います。このことから、学校保健と連携し防煙・飲酒防

止教青を推進するとともに、これらに関しては周囲の大

人の考え方が影響してくるため、地域においても保護者

等への靖報提供や惑発活動を行なっていく必要がありま

す。

さんから

さんから

さんから

さんから

さんから

男

一

裕

二

昭

春

孝

正

良

茂

記

矢吹

坂井

川国

有賀

矢部

JlI辺

中

岩法寺

の
の
の
の
のィシ

一
Q

国
民
年
金
の
保
険
料

.
を
毎
月
何
と
か
支
払
っ
て
い

二
ま
す
が
、
割
引
の
制
度
や

.
納
入
の
手
関
を
省
く
方
法

一
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
A

国
民
年
金
に
は
前
納

一
に
よ
る
割
引
の
制
度
が
あ

一
り
ま
す
。
保
険
料
を
一
括
し

.
て
前
払
い
す
る
と
、
複
利
計

一
算
で
年

4
%割
引
に
な
り

.
ま
す
。ま

た
、
毎
月
納
付
書
で

.
納
入
す
る
手
間
等
を
省
く

一
た
め
に
、
保
険
料
の
口
座
振

一
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

一
口
座
振
替
に
す
れ
ば
、
納
め

二
」
必
れ
も
な
く
な
る
う
え
、

.
通
常
よ
り
1
カ
月
早
く
披

二
替
え
す
る
阜
割
り
に
す
る

.
と
、
必
円
割
引
に
な
る
な
ど
、

一
安
心
な
う
え
お
得
で
す
。

一
ま
た
、
納
付
額
の
お
知
ら
せ

…
も
自
動
的
に
送
ら
れ
ま
す

…
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定

一
申
告
の
際
に
と
て
も
便
利

一
で
す
。そ

の
う
え
、
口
座
振
替
で

一
前
納
す
る
と
さ
ら
に
割
引

.
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

一
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
な
ど
、
詳
し
い

一
内
容
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

一
険
事
務
所
ま
で
お
尋
ね
く

.
だ
さ
い
c

一
郡
山
社
会
保
険
事
務
所

・

8
0
2
4
1
9
3
2
i
3
9
1
7
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場所

ハ|辺公民館

保健センタ一

公立岩瀬病院

文化体育館

文化体育館

母畑レークサイド

欄
一間

13:30 

13:30 

18:30 

9:30 

9:30 

13:00 
文化体育館

総合運動公園

文化体育館

就業改善センター

19:00 

18:30 

13:00 

13:30 

日 |曜日| 内 容

転倒骨折予防教室

母親教室

3"-'4ヶ月児健診

(元)ワーキンググループ

(元)ラージポール卓球

(元)スケート教室

(元)スポーツサロン

地域子ども教室

小学生フライングディスクゴルフ大会

太極拳教室

男のそば打ち教室

たまかわ元気スポ ツクラブ

場 所

文化体育館

欄一

問

13:00 
水

木

金23 12:45 

19:00 

土24 
9:30 

9:30 

27ぷ
(元)

13:30 

13:30 

保健センター

文化体育館

保健センター

保健センター

文化体育館

川辺公民館

須釜公民館

就業改善センタ一

保健センター

文化体育館

鏡石町プール

文化体育館

保健センター

川辺公民館

文化体育館

保健センター

就業改善センター18:30 

曜日| 内 容

木 I(元)ラージボーjレ卓球

1歳6ヶ月児健診

9"-'10ヶ月児健診

津軽三味線教室

機能訓練

BCG接種

エアロピクス教室

転倒骨折予防教室

なつ椿学級

こぶし学級

母親教室

(元)ラージポール卓球

(元)健康たいそう教室

津軽三味線教室

(元)スポーツサロン

地域子ども教室

太極拳教室

三種混合予防接種

転倒骨折予防教室

(元)ラージポール卓球

津軽三味線教室

「おはなしク1ソクちゃん」読み聞かせ会

すくすくクラブ

男のそば打ち教室

エアロビクス教室

レディースセミナー

日一

1

21 

22 

13:30 

9:00 

10:00 

金

土

月

2 

3 

5 

火

水7 

9:30 木

金

文化体育館

14:00 

9:00 

13:00 

13:00 

19:00 

12:45 

9:30 

9:30 

9:00 

10:00 

10:00 

土

火
一水

一木

土

9 

10 

17 

13 

14 

15 

l犬20 

エアロピクス教室から文化体育館
19:00 

休日当香医

4日(日)

19:00 

燃えるコミ
2日(金)

20日(火)
中島病院25日(日)中島病院16日(金)13日(火)

30日(金)
9日(金)

27日(火)
6日(火)

26日(月)
石川中央医院

ひらた中央病院

30日(金)

31日(土)

中島病院

味原医院

11日(日)

18日(日)
21日(水)
28日(水)

7日(水)
14日(水)

資源コ、ミ
西部地域

東部地域 ひらた中央病院

固定資産税(第 3期分)
国民健康保険税(第 6期分)
介護保険料(第 6期分)

23日(金)

26日(月)納税
28日(水)
21日(水)

有害コミ・不燃コミ
西部地域 14日(水)
東部地域 7日(水)

A 
手芸

期

琴
期
会
(
角
田
照
会
長
)
は
大

正
琴
が
好
き
な
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
結
成
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

主
な
活
動
は
、
日
頃
の
練
習
や

各
種
発
表
会
等
へ
の
参
加
の
ほ
か
、

慰
問
活
動
も
積
極
的
に
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

は
、
年
に
数
回
の
演
奏
を
同
年
間

に
わ
た
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
同

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に
喜
ば
れ
て

き
た
こ
の
活
動
も
今
年
で
最
後
。

今
後
は
違
う
団
体
と
交
代
す
る
と

の
こ
と
で
、

m月
お
日
に
は
最
後

の
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が

一
番
で
す
」
と
角
田
会
長
。
最
後

ま
で
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

12 題盟盟
この広報誌は適切に育まれた森から生まれたFSC認証紙を使っています。

FSC認証紙は、適切に管理された森林の木材を原料としており、バランスの取れた

「植林→育成→伐採→植林」のサイクルを通じて森林保全を行っています。

森林保全を支援することによって地球温暖化の原因であるC02削減にも役立ちます。

-面調冒爾彊冒軍軍事躍羽田岡..  

-略語蕗監調麗調圃i咽際E白'盟国皇自由・・岨医ヨ・・・




